


中間処理後、再生

利用業者への処理
委託量

(」少

′

中間処理後、
最終処分した量

D

後の残さ量
Bの

C

熱回収認定業者へ

の
処理委託量

熱回収を行う業者への

処理委託量

①のうち再生利用業
者への処理委託量

5
⑩

最終処分した量

2

自ら中間処理した後

再生利用した最

③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

自ら中間処理した後の

委託最終処分量

A

自ら中間処理した後の

委託中間処理量

B

Bのうち
優良認定処理業者ヘ

処理委託量

①

フ

⑩の中間処理し
た後の残さ量

7
⑬

処理委託量

⑩

熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

⑭

ノ

自ら中間処理した

後の残さ量

③

自ら中間処理
により減量した量

⑭

直接
中問処理委託量

7
⑩

⑩のうち
優良認定処理業者ヘ

処理奉託景

7

直接

最終処分委託量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら
中間処理した量

④

自社保管量

9

E

有 償 物 量

排 出 量

7

不要物等発生量

計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 0600廃プラスチック類 ) 事業場コード: 28」 S000315 地域コード:11(神 戸)

(事業場ヨード(28J又は69」 で始まる全 lo桁ヨーけが不明の場合、事業所名称を記入ください。)

(単位 :t)

↑

備考:①～⑩,⑫ '及

びA～ Eは、法様式に

追加して、報告してい

ただいている項目で

す。

追加項目は、産業

廃棄物の処理動向を

長期的に把握し、不
適正処理を防止する
ため必要なデータで

自ら処理している

場合の流れ

要 績 4直

7

0

0

0

0

7

7

5

0

0

埃 目

① J常 出量

⑫+① 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への
処理委託量

Ш 熱回収認定業者への
処理委託量

廼 熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への
処理委託量

(第 2面 )

⑩直接及び自ら中間処理した後の
処理委託量

(AIB+①+① )

業者への処理委託量
(①1/2+① 2/2)

の処理委託量の合計
(⑫ '十⑩)

業者への処理委託量
(① 1/2+① 2/2)

①熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量
(① 1/2+① 2/2)

のうちの最終処分量
(A+D+① +① )

保管量

(③+A+D+①+① )

里

(② +③+⑫'+⑩
)

7

0



中間処理後、再生
利用業者への処理

委託量

⑫ '

中間処理後、
最終処分した量

D

後の残さ量

Bの

C

熱回収認定業者へ

の

処理委託量

⑬

熱回収を行う業者への

処理委託量

①のうち再生利用業
者への処理委託量

7

最終処分した量

1

ら中間処理した後

再生利用した量

自

③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

自ら中問処理した後の

委託最終処分量

ら中間処理した後

委託中間処理量

自

A

B

Bのうち
優良認定処理業者ヘ

処理委託量

υ
1/2

⑩の中間処理し
た後の残さ量

8
⑬

⑬

〃

熱回収を行う業者への

処理委託量

⑭
2/2

自ら中間処理した
後の残さ量

③

自ら中間処理
により減量した量

⑦

直接
中問処理委託量

8
⑩

優良認定処理業者ヘ

3

直接

最終処分委託量

再生利用した量
ら

自ら直接理立処分又は

海洋投入処分した量

中間処理した量

を行つた量

自社保管量

有 償 物 量

排 出 量

8

不要物等発生量

計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 0800木くず ) 事業場コード: 28」 S000315 地域コード:11(神 戸)

(事業場ヨード(28J又 は69Jで 始まる全lo桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。)

(単位 :t)

↑

備考:①～⑩,① '汲

びA～ Eは、法様式に

追加して、報告してい

ただいている項目で

す。
追加項目は、産業

廃棄物の処理動向を

長期的に把握し、不
適正処理を防止する

ため必要なデータで

自ら処理している

場合の流れ
↓

→

芙 慣 l巨

8

0

0

0

0

8

3

7

0

0

項 目

①υに出量

②+③ 自ら再生利用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行った量

⑫ 自ら中間処理により

減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

⑭ 再生利用業者への
処理委託量

⑬ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

(第 2面 )

⑩直接及び自ら中間処理した後の

委託量
(①1/2+① 2/2)

(⑫ '十⑪)

業者への処理委託量
(①1/2+① 2/2)

①熱回収認定業者以外の熱回収を

処理委託量
(A+B+①+① )

合計

行う業者への処理委託量
(①1/2+① 2/2)

のうちの最終処分量
(A+D+① +① )

保管量

(③+A+D+①+⑩ )

(② +③+⑫'+⑩
)

その他
0

ユ

8

0





中間処理後、再生
利用業者への処理

委託量

⑫ '

中間処理後、
最終処分した量

D

後の残さ量
Bの

熱回収認定業者へ

の
処理委託量

熱回収を行う業者への

処理委託量

1/2

⑭

⑮のうち再生利用業
者への処理委託量

8

最終処分した量

3

自ら中間処理した後
再生れ!用 した量

①

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

自ら中間処理した後の

委託最終処分量

A

自ら中間処理した後の

委託中間処理量

B

Bのうち
優良認定処理業者ヘ

処理委託量

③

フ

⑩の中間処理し
た後の残さ量

③

⑬

〃

熟回収を行う業者への

処理委託 f《

⑭
2/2

自ら中間処理した

後の残さ量

⑭

直接
中問処理委託量

10
⑩

⑩のうち
優良認定処理業者ヘ

処理委託量

1

直接

最終処分委託量

目ら巨接

再生利用した量

②

③

自ら
中間処理した量

④のうち熱回収
を行った量

④

自社保管量

③

E

有 償 物 量

排 出 量

不要物等発生量

計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 1500がれき類 ) 事業場コード: 28」 S000315 地域コード:11(神 戸 )

(事業場コード(28J又 は69」 で始まる全10桁コーいが不明の場合、事業所名称を記入ください。)

(単位■)

↑

備考:⑮～⑩,⑫ '汲

ぴA～ Eは、法様式に

追加して、報告してい

ただいている項目で

す。

追加項目は、産業

廃棄物の処理動向を

長期的に把握し、不

適正処理を防止する

ため必要なデータで

↑

自ら処理している
場合の流れ

↓

→

実 績 値

0

0

0

0

10

1

8

0

0

項 目

①排出量

②+① 自ら再生利用
を行った量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により
減量した量

③十⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

∪ 優良認定処理業者への

処理委託量

鬱 再生利用業者への
処理委託量

⑩ 熱回収認定業者への

処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

(第 2面 )

⑩直接及び自ら中間処理した後の

10
処理委託量

(A+B+①+① )

(① 1/2+① 2/2)

への処理委託量の合計
(⑫ '+⑩ )

業者への処理委託量
(①1/2+① 2/2)

①熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量
(①1/2+① 2/2)

のうちの最終処分量
(A+D+① +① )

その他
0  保管量

総埋立処分量
3  (③+A+D+①+⑩ )

(② +③+⑫'+⑩
)

0







中間処理後、再生
利用業者への処理

委託量

⑭ '

中間処理後、
最終処分した量

D

後の残さ量
Bの

熱回収認定業者ヘ

の
処理委託量

処理委託量

①のうち再生和J用 業
者への処理委託量

11
⑩

最終処分した量

3

自ら中間処理した後

再生利用した量

③

自ら中問処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

A

自ら中間処理した後の

委託中間処理量

B

Bのうち
優良認定処理業者ヘ

処理委託量

⑭
1/2

⑩の中間処理し
た後の残さ量

⑬

廼

〃

自ら中間処理した

後の残さ量

③

自ら中間処理
により減量した量

⑫

直接
中間処理委託量

⑩

①のうち
優良認定処理業者ヘ

処理委託量

2

直接

最終処分委託量

自ら巨接
再生利用した量

⑫

③

自ら
中間処理した量

を行つた量

①

④のうち熱回収

自社保管量

⑨

E

場合の流れ

有 償 物 量

排 出 量

不要物等発生量

計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 2020管理型建築混合廃棄物  ) 事業場コード: 28」 S000315 地域コード:11(神 戸)

(事業場コード(28J又 は69」 で始まる全 10桁コー向が不明の場合、事業所名称を記入ください。)

(単位 :t)

↑

備考 :⑮～⑩,⑫ '及

びA～ Eは、法様式に

追加して、報告してい

ただいている項目で

す。

追加項目は、産業

廃棄物の処理動向を

長期的に把握し、不

適正処理を防止する

ため必要なデータで

↑

自ら処理している

場合の流れ
↓

→

英 *員
~4回

14

0

0

0

0

2

11

0

0

項 目

①排出量

②十① 自ら再生和」用
を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑭ 自ら中間処理により

減量した量

③ 十

⑩全処理委託量

① 優良認定処理業者への
処理委託量

∪ 再生利用業者への

処理委託量

⑭ 熱回収認定業者への
処理委託量

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

(第 2面 )

①直接及び自ら中間処理した後の

14

処理委託量
(A+B+⑮+① )

への処理委託量
(①1/2+① 2/2)

への処理委託量の合計
(⑫'+⑩

)

業者への処理委託量
(①1/2+① 2/2)

①熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量
(① 1/2+① 2/2)

の最終処分量
(A+D+① +① )

保管量

(③+A+D+①+① )

(② +③+⑫'+⑩
)

0




